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【ありたい姿】
お客さまの立場に立った安心、快適、
便利なサービスを幅広くお届けし、
くらしとビジネスのべストパートナーとして
信頼され、選ばれることで、
国内外において成長を続けながら、
エネルギー分野における日本の
リーディングカンパニーとしての役割を
果たしていきます。

関西電力グループは、人を大切にするという考えのもと、
公正な事業活動を通じて、社会の持続的な発展に貢献します。
  私たち一人ひとりは、これまで培ってきた

「使命感」や「チャレンジ精神」を発揮し、
良き社会人として自らの業務に最善を尽くすとともに、
次の基本的責務を果たします。

【基本的責務】
●安全の確保を最優先にします
●CSRを確実に実践します
●変わらぬ使命のために、変わり続けます

私たち関西電カグループは、
安全最優先と社会的責任の全うを
経営の基軸に位置づけ、

「お客さまと社会のお役に立ち続ける」ことを使命に、
明るく豊かな未来を実現し、
ともに歩んでいきます。

新
た
な
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
到
来

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
関
西
電
力
は
原

子
力
発
電
の
長
期
停
止
と
電
力
不
足
の
な

か
、
電
力
の
安
全
・
安
定
供
給
の
確
保
と

目
の
前
の
危
機
突
破
に
向
け
、
単
年
度
ご

と
の
計
画
で
経
営
の
舵
取
り
を
行
っ
て
き

た
。

　

こ
の
間
、
電
力
・
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革

の
実
施
が
決
ま
り
、
16
年
４
月
に
は
電
力

の
小
売
全
面
自
由
化
、
17
年
４
月
に
ガ
ス

の
小
売
全
面
自
由
化
、
20

年
に
は
発
送
電
分
離
、
と

電
気
事
業
の
経
営
環
境
が

大
き
く
変
化
。「
地
域
独

占
・
総
括
原
価
」
の
世
界

か
ら
「
自
由
競
争
」
の
世

界
へ
突
入
し
、
競
争
は
激

し
く
な
る
一
方
、
事
業
機

会
は
拡
大
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
変
化
は
関
西
電

力
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
新

た
な
成
長
に
向
け
た
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
」
と
、
中

期
経
営
計
画
策
定
に
携
わ

っ
た
総
合
企
画
本
部
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
当
時
）・
三
村

忠
義
さ
ん
は
言
う
。

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
」
こ
と
を
掲
げ
た
。

pow
er w

ith heart

経
営
理
念
等
に
定
め
る
グ
ル

ー
プ
の
企
業
姿
勢
や
提
供
価
値

を
「
お
客
さ
ま
や
社
会
と
の
約

束
」
と
い
う
形
で
端
的
に
表
現

す
る
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
「pow

er w
ith heart

」
を

策
定
。
ま
ご
こ
ろ
と
熱
意
を
込

め
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
お
客
さ
ま

や
社
会
の
『
力
』
に
な
り
た
い

─
─
そ
ん
な
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
４
月
か
ら
は
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
も
放
映
。
心
に
し
み
る

「H
om

e, Sw
eet H

om
e

（
邦

題
：
埴
生
の
宿
）」
の
歌
声
を
バ
ッ
ク
に

佐
々
木
蔵
之
介
が
語
り
か
け
る
Ｃ
Ｍ
を
、

ご
記
憶
の
方
も
い
る
だ
ろ
う
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の

中
期
経
営
計
画

　

さ
て
３
月
に
発
表
し
た
新
た
な
理
念
・

ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
引
き
続
き
顧
客
に
選

ば
れ
続
け
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
さ
ら
に
成

長
を
遂
げ
る
た
め
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る

将
来
の
あ
り
た
い
姿
の
実
現
に
向
け
て
ど

う
進
め
ば
よ
い
か
。
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ

の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
、
関
西
電
力
は

４
月
、
そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
な

る
、
２
０
１
６
年
か
ら
３
カ
年
の
具
体
的

な
実
行
計
画
と
し
て
「
中
期
経
営
計
画
」

を
と
り
ま
と
め
た
。

挑
む
。

　

中
期
経
営
計
画
を
貫
く
決
意
と
し
て
掲

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
は
「
挑
む
。」。

力強く躍動感のある斜体、やわらかい印象を与える小文字と温かみを感じるウォームグレーで、 
「power with heart」 の言葉が持つ力強さとやさしさを表現。

さらに「新風」をモチーフにしたオレンジの曲線デザインを加えることで、 
新しい時代においても変革し続けるというグループ従業員の熱意を込めた

関西電力グループ理念体系
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挑む。
関西電力グループ中期経営計画

（2016-2018）
２０１６年４月28日、関西電力はグループビジョンで示した
将来のありたい姿に向けた「10年後の目指す姿」と、
その実現に向けた「16〜18年度３カ年の実行計画」である
中期経営計画を発表した。
電力の小売全面自由化で経営環境が大きく変わるなか、
グループの新たな方向性と実現への道筋を示すものだ。
計画の狙いやポイント、今後の進め方をレポートする──

▲
現在

（2016）

▲
3年後
（2019）

▲
6年後
（2022）

▲
10年後

▲
現在

（2016）

（今回）
中期経営計画
［２０１６‐２０１８］

再生と
新たな成長可能性の

追求

［２０１９‐２０２１］

収益源の
拡大

［２０２２‐２０２４］

新たな
収益構造の
確立

（次期）
中期経営計画

（次々期）
中期経営計画

10年後の
目指す姿

現在

［２０２２‐２０２４］

（次々期）（次々期）
中期経営計画

将来のありたい姿

新
た
な
理
念
・
姿
勢
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定

　

中
期
経
営
計
画
発
表
に
先
立
つ
さ
る
３

月
、
関
西
電
力
は
、
環
境
変
化
に
積
極
的

に
対
応
し
、
長
期
に
わ
た
り
持
続
的
に
成

長
し
て
い
く
た
め
、
今
後
の
関
西
電
力
グ

ル
ー
プ
の
あ
り
方
を
示
す
「
経
営
理
念
」

「
私
た
ち
の
基
本
姿
勢
」「
関
西
電
力
グ
ル

ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
新
た
に
策
定
し
た
。

　

１
９
５
１
年
の
創
立
以
来
65
年
に
わ
た

り
、
電
力
の
安
全
・
安
定
供
給
を
は
じ
め
、

「
お
客
さ
ま
と
社
会
の
お
役
に
立
ち
続
け

る
」
こ
と
を
最
大
の
使
命
と
し
て
き
た
関

西
電
力
。
今
回
、
こ
の
使
命
を
最
上
位
概

念
で
あ
る
「
経
営
理
念
」
に
お
い
て
明
確

に
定
め
る
と
と
も
に
、「
安
全
最
優
先
」

「
社
会
的
責
任
の
全
う
」
を
経
営
の
基
軸

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
基
本
姿
勢
」
は
意
識
・
行

動
面
で
経
営
理
念
の
追
求
を
支
え
る
も
の

で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
一
人
ひ
と
り

の
行
動
を
方
向
づ
け
る
基
本
的
な
考
え
方

を
提
示
。「
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

将
来
の
あ
り
た
い
姿
と
し
て
「
信
頼
さ
れ
、

選
ば
れ
る
こ
と
で
、
国
内
外
に
お
い
て
成

長
を
続
け
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に

お
け
る
日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
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顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
た
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
積
極

的
な
推
進
、
競
合
他
社
動
向
や
収
益
性
を

重
視
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
、
高
い
収
益
性
を
実
現
し
て
い
る
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
拡
大

　

電
気
事
業
は
ガ
ス
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
」
と
し
て
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る

域
外
や
海
外
に
も
積
極
的
に
進
出
。
情
報

通
信
や
不
動
産
な
ど
グ
ル
ー
プ
事
業
に
つ

い
て
も
事
業
領
域
・
エ
リ
ア
を
拡
大
。
東

日
本
大
震
災
前
を
大
き
く
上
回
る
企
業
グ

ル
ー
プ
に
成
長
し
て
い
る
。

●
強
い
経
営
基
盤
の
構
築

　

環
境
変
化
に
対
し
機
動
的
で
効
果
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
強
い
経
営
基
盤

を
確
立
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る

日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と

し
て
た
ゆ
ま
ぬ
前
進
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
営
の
方
向
性
の
も
と
、
10

年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
グ
ル
ー
プ
全
体

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
よ
り
、
経
常
利
益
は
震
災
前
の

１
・
５
倍
の
３
０
０
０
億
円
以
上
を
目
指

す
と
し
た
。

　
「
震
災
以
降
、
流
動
的
な
経
営
環
境
の

な
か
将
来
を
見
通
せ
ず
、
数
値
目
標
を
な

か
な
か
示
せ
な
か
っ
た
。
今
回
、
こ
こ
を

目
指
す
と
い
う
姿
と
数
値
目
標
、
道
筋
を

示
せ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
」（
三
村
さ
ん
）。
１
年
間
か
け

て
、
経
営
層
も
含
め
て
各
部
門
が
横
断
的

に
何
度
も
議
論
す
る
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
成
長
で
き
る
か

制
約
を
設
け
ず
検
討
を
重
ね
た
結
果
の
数

値
目
標
だ
と
い
う
。

実
現
へ
の
道
筋

　

16
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
今
回
の
中

期
経
営
計
画
は
「
再
生
と
新
た
な
成
長
可

能
性
の
追
求
」
と
位
置
づ
け
、
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
大
き
く
３
本
の
柱
を

打
ち
立
て
た
。

●
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
競
争
力
強
化

　

三
村
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
ま
ず
は
事
業
基

盤
再
生
に
不
可
欠
な
原
子
力
の
早
期
再
稼

自
由
競
争
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
時
代
を

迎
え
る
な
か
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
さ
ら
な

る
成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
①
競

争
に
「
挑
む
。」
＝
本
格
化
す
る
競
争
に

不
退
転
の
覚
悟
で
立
ち
向
か
う
、
②
未
知

の
領
域
に
「
挑
む
。」
＝
新
た
な
事
業
領

域
や
エ
リ
ア
に
積
極
的
に
踏
み
出
し
て
い

く
、
③
新
た
な
発
想
で
「
挑
む
。」
＝
従

来
の
価
値
観
や
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
前
向
き
に
挑
戦
し
て
い
く
、
と
い

う
気
概
、
い
わ
ば
「
攻
め
」
の
経
営
姿
勢

を
示
し
た
も
の
だ
。

10
年
後
の
目
指
す
姿
へ

　

で
は
10
年
後
の
関
西
電
力
は
ど
の
よ
う

な
姿
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
国
内
の
電
力

需
要
の
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な

か
、
関
西
エ
リ
ア
で
の
電
気
事
業
の
み
で

は
成
長
に
限
界
が
あ
る
。
一
方
で
、
小
売

全
面
自
由
化
に
よ
り
、
ガ
ス
も
含
め
て
事

業
領
域
や
エ
リ
ア
の
拡
大
が
可
能
に
な
る

上
、
海
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
を
踏
ま
え
、

３
つ
の
経
営
の
方
向
性
と
10
年
後
の
目
指

す
姿
を
打
ち
出
し
た
。

●
高
収
益
企
業
グ
ル
ー
プ
の
実
現

　

経
営
効
率
化
の
貫
徹
と
競
争
力
強
化
、
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動
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
徹
底
し

た
経
営
効
率
化
に
よ
り
価
格
競
争
力
を
強

化
す
る
」
と
い
う
。
そ
の
上
で

❶
営
業
戦
略
と
し
て

・
グ
ル
ー
プ
内
外
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に

よ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
拡
充

・
電
気
と
ガ
ス
に
グ
ル
ー
プ
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
営
業
の
展
開

・
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
関
西
エ
リ
ア
外

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
本
格
参
入

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
特
に
エ
リ
ア
外

に
お
い
て
は
、
新
規
電
源
等
を
活
用
し
た

販
売
活
動
の
展
開
や
家
庭
・
法
人
両
分
野

へ
の
進
出
に
よ
り
、
10
年
後
に
１
０
０
億

kWh
の
販
売
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
ち

な
み
に
関
西
電
力
の
販
売
電
力
量
は
約

１
２
７
５
億
kWh
、
首
都
圏
市
場
（
東
京
電

力
）
は
約
２
４
７
０
億
kWh
。
１
０
０
億
kWh

と
い
う
の
は
、
首
都
圏
市
場
の
４
％
を
占

め
る
数
値
だ
。

❷
電
源
競
争
力
、
つ
ま
り
電
気
の
価
格
競

争
力
強
化
と
し
て
、
ま
ず
は
原
子
力
再
稼

動
。
足
元
３
カ
年
で
４
基
の
再
稼
動
が
前

提
だ
。
さ
ら
に
原
子
力
に
つ
い
て
は
Ｓ
＋

３
Ｅ
の
観
点
か
ら
「
後
続
機
」
も
含
め
将

来
に
わ
た
り
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源

と
し
て
の
活
用
を
掲
げ
て
い
る
。

❸
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
法
人

向
け
ガ
ス
販
売
量
に
お
い
て
、
大
手
一
般

ガ
ス
事
業
者
３
社
に
次
ぐ
規
模
を
有
し
て

い
る
が
、
17
年
の
ガ
ス
全
面
自
由
化
後
は

家
庭
分
野
に
も
参
入
。
10
年
後
に
は
倍
増

を
目
指
し
て
い
る
。

❹
事
業
者
間
連
携
と
し
て
は
、
４
月
に
東

京
ガ
ス
と
の
間
で
、「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
に
お

け
る
連
携
」「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
の
運
転
・
保

守
に
か
か
る
技
術
連
携
」
を
決
め
た
。
今

後
、
電
源
開
発
や
海
外
事
業
へ
の
共
同
参

画
等
で
も
戦
略
的
連
携
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
４
月
、
原
子

力
事
業
に
お
い
て
も
中
国
電
力
、
四
国
電

力
、
九
州
電
力
の
西
日
本
４
社
で
原
子
力

災
害
時
の
対
応
、
廃
止
措
置
の
実
施
、
特

定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
設
置
に
お
け

る
相
互
協
力
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
新
時
代
に
お
け
る
成
長
の
実
現

に
向
け
て
、
今
後
も
相
互
の
強
み
を
活
か

し
た
事
業
者
間
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
。

❺
コ
ス
ト
構
造
改
革
と
し
て
、
調
達
・
物

流
改
革
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
な
ど
の
効

率
化
を
推
進
し
て
い
く
が
、「
も
ち
ろ
ん

安
全
・
安
定
供
給
が
大
前
提
。
関
西
電
力

グ
ル
ー
プ
の
信
頼
に
関
わ
る
こ
と
だ
か

ら
」（
三
村
さ
ん
）
と
の
こ
と
で
、
安
定

供
給
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
な
い
。

2014

12％

17％

46％

24％
0％

2025

積極的な開発に
より拡大

需給バランスを
踏まえつつ、競争力の
強化に向けた
電源開発を推進

早期再稼動の
実現により拡大

水力・
再エネ

火力

原子力

■原子力　■石炭　■LNG　■石油　■水力・再エネ

国際事業
300億円

国際事業およびグループ事業に、
10年間で、15,000億円の投資

情報通信事業
300億円

不動産・暮らし事業
300億円

グループサポート事業
200億円

総合エネルギー事業・
送配電事業

2,000億円以上

2,000
億円

3,000
億円以上1.5倍以上

10年後（2025年）
国際・

グループ事業

1 ：

総合エネルギー・
送配電事業

2

震災前
国際・

グループ事業

1 ：

総合エネルギー・
送配電事業

4

10年後の事業ポートフォリオ
（経常利益）

経常利益 総合エネルギー事業（送配電事業を含む）

1,600
億円

2,000
億円1,700

億円

震災前 20252018

販売ガス量

72万t

170万t

100万t

2015 20252018

現状の2倍以上の
販売量を目指す
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●
新
た
な
成
長
の
柱
の
確
立

❶
国
際
事
業
で
は
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｐ
（
独
立
系
発
電
）
事
業
者

を
目
指
す
べ
く
、
案
件
獲
得
力
強
化
や
投

資
地
域
・
対
象
拡
大
に
取
り
組
む
。
今
年

６
月
に
は
バ
ン
コ
ク
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
海

外
事
務
所
を
新
設
。
現
地
政
府
・
企
業
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
商
社
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
早
期
の
優
良
案
件
獲
得
に
努

め
て
い
る
と
い
う
。

❷
グ
ル
ー
プ
事
業
で
は
、
情
報
通
信
事
業

分
野
で
家
庭
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ユ
ー
ザ

ー
向
け
に
電
気
・
ガ
ス
と
の
セ
ッ
ト
販
売

展
開
や
、
格
安
ス
マ
ホ
市
場
で
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
グ
ル
ー
プ
入
り
を
目
指
す
べ
く
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
。
不
動
産
事
業
で
は

首
都
圏
で
の
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
く
。

❸
成
長
を
加
速
さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
ま
ず
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追

求
す
べ
く
、
培
っ
て
き
た
強
み
の
棚
卸
し

と
社
外
の
ア
イ
デ
ア
・
リ
ソ
ー
ス
活
用
に

向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
行
う
。

●
グ
ル
ー
プ
基
盤
の
強
化

❶
送
配
電
事
業
は
、
安
全
・
安
定
供
給
を

か
な
組
織
風
土
」
へ
の
改
革
を
推
進
す
る
。

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
時
代
に

向
け
て

　

５
月
30
日
、
関
西
電
力
は
７
月
１
日
か

ら
首
都
圏
で
家
庭
向
け
電
力
販
売
を
開
始

す
る
と
発
表
。
３
年
間
で
10
万
件
の
契
約

獲
得
を
目
指
し
、
使
用
量
が
多
い
世
帯
で

東
京
電
力
よ
り
４
〜
６
％
料
金
が
安
く
な

る
新
料
金
メ
ニ
ュ
ー
「
は
ぴ
ｅ
プ
ラ
ス
」

を
提
案
。
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
準
備
し
、
暮
ら
し
の
な
か
で
顧
客
接
点

が
あ
る
企
業
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
、

丁
寧
に
案
内
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

三
村
さ
ん
は
「
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ

て
中
期
経
営
計
画
を
強
力
に
推
進
し
、
目

標
達
成
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
。
そ
し
て
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
た

安
心
・
快
適
・
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

お
客
さ
ま
や
社
会
の
ご
期
待
に
応
え
、
暮

ら
し
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

新
時
代
に
お
け
る
成
長
を
目
指
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

旨
と
す
る
社
会
基
盤
の
担
い
手

と
し
て
、
自
由
化
の
な
か
で
唯

一
規
制
事
業
と
し
て
残
る
。
ベ

ー
ス
分
野
で
は
こ
の
使
命
を
全

う
す
る
と
と
も
に
、
成
長
分
野

に
も
目
を
向
け
、
海
外
に
お
け

る
送
配
電
事
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
拡
大
や
蓄
電
池
を
活
用

し
た
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

高
度
化
な
ど
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
に
挑

戦
し
て
い
く
。

❷
組
織
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と

し
て
は
、「
10
年
後
の
目
指
す

姿
」
を
実
現
し
、
グ
ル
ー
プ
の

価
値
最
大
化
を
図
る
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
６
月
に
、
電
気

事
業
を
中
心
と
し
た
体
制
か
ら

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
成
長
を
志

向
す
る
体
制
へ
と
組
織
改
正
を

行
っ
た
。

❸
人
材
基
盤
強
化
で
は
、「
ス

ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
」
と
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」
を
両
輪
に
し
た
人

材
育
成
と
、「
強
く
、
し
な
や

情報通信事業 経常利益

150億円

300億円

160億円

2015 20252018

不動産・暮らし事業 
経常利益

110億円

300億円

150億円

2015 20252018

2025年度時点の
持分容量の目安として、
約１０００万ｋＷ～
1200万ｋＷを想定

国際部門 収支

30億円

300億円

50億円

2015 20252018


